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はじめに

地球は「水の惑星」と呼ばれ，様々な自然現象から生命に至るまで水と関連したシステムを構成し
ている．水は私たちに一番なじみの深い物質であるが，H2Oという物質としてみた時，その特異性
の多さに驚かされる．H2Oは地球上で気体，液体，固体の3態を全てとり，相変化を起こすときに熱
のやり取りや同位体の変化などを起こす．固体のH2Oは，私たちの身の回りでは雪や氷として知られ
るが，降雨や降雪は氷の相転移そのものであるし，積雪や氷河・氷床での太陽光の反射は地球の
気温を左右する．また，太陽系の起源や宇宙での物質進化にも氷は重要な役割を果たす．さらに，
凍結の促進/抑制は食品・細胞の保存や寒冷地での生物の耐凍戦略と直結している．高圧状態で
は氷は様々な結晶へと相転移し，ガスや溶質が共存するとクラスレートハイドレート（包接水和物）等
が形成される．特にクラスレートハイドレートは，近未来の一次資源や蓄熱媒体など，エネルギー源と
してその利用が期待されている．液体のH2Oは，水素結合により液体中でも強い分子間相互作用
を持つため，海や生物の体内で様々な役割を果たしている．このように，H2O分子に関わる諸問題
は重要な問題であるにも関わらず研究分野が多岐にわたるため，これまでそれぞれの分野で別々
に議論されてきた．その結果，現象の根幹についての共通的理解が不足していた．
このような状況を打開するため，北海道大学低温科学研究所の共同利用研究集会として，H2O

を研究対象とする研究者が分野を超えて集まって議論ができる研究集会を毎年開催し，H2Oにかか
る研究のためのコミュニティの発展を図ってきた．始まりは1995年の共同利用研究集会「氷，水及び
クラスレート水和物のコンピュータシミュレーション」であり，2006年に「H2Oが拓く科学フロンティア：氷
と水とクラスレートハイドレート」が刊行された（低温科学第64巻）．2010年から3年間は，共同研究
制度「萌芽研究課題：氷の物理と化学の新展開」が行われ，コミュニティの中核組織として氷科学
研究会が組織された．そして2013年に「氷の物理と化学の新展開」が刊行された（低温科学第71

巻）．この間2010年には，氷の物理と化学に関する全ての研究分野を網羅した唯一の国際会議“12th 
International Conference on Physics and Chemistry of Ice（PCI2010）”を北海道大学で開催し
た．2014年以降は氷科学研究会が中心となり，共同利用研究集会「H2Oを科学する」を開催してい
る．2023年には第15回国際会議PCI2023が北海道大学で開催され，氷科学研究会もその中核とし
て機能した．30年にわたる研究集会の継続により，北海道大学低温科学研究所を中心とした国内
の「H2Oを科学するコミュニティ」が成熟し，海外の研究者にも認知されるようになってきている．
本特集号では，これまでの「H2Oを科学する」研究集会で提供されてきた様々な分野の話題を集
め，1）氷の物性・結晶成長，2）水・水溶液の特性，3）氷のポリモルフィズム，4）クラスレートハイドレー
トの4つの観点から，全22編の研究成果をまとめた．本特集号が，H2Oという特異な分子に関する
分野横断的な理解と，これからのコミュニティのさらなる発展につながることを祈念する．
本特集の編集は，第84巻編集委員会（内田 努，佐﨑 元）が担当した．最後にこの場を借りて，
論文を投稿された全ての著者と論文の審査を引き受けていただいた査読者の皆様に感謝申し上げ
ます．

「低温科学」 第８4巻編集委員会
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